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1 同次連立１次方程式

p.94, 5.4 同次連立１次方程式と部分空間

A = (aij); i = 1, 2, · · · , m, j = 1, 2, · · · , n

x =




x1

x2

·
xn




のとき、連立方程式

Σn
j=1aijxj = 0; i = 1, 2, · · · , m

を「同次連立１次方程式」と呼ぶ。連立１次方程式の右辺の b が 0の場合で
ある。「同次」とは、式に現れる各項が変数の１次の係数倍になっていること

を表す。（左辺は係数が 0の場合になる）
同次連立１次方程式の解について考える。x = 0は自明な解である。では、

自明な解以外にも解はあるだろうか？

p.95,定理 5.5で、解の性質を明らかにしている。すなわち
(1) 解が自明なものだけである⇔ rankA = n
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（p.92, 定理 5.4(1)により、rankA = nのとき、解は１個であり、自明な

解があるのだから、他にはない。また、rankA(= k) < nのとき定理 5.4(2)
により、解は（この場合 d = 0だから）

c1g1 + c2g2 + · · · + cn−kgn−k

の形で、c1, c2, · · · , cn−kは任意の実数なので、解は自明なものだけではない。

(1)の証明から (2)も得られた。
この場合、拡大係数行列 (A 0)を作っても、最後の列ベクトルは 0であり、

その各項を係数倍しても互いに加減しても値は 0なので、書く必要はない。
したがって、（拡大でない）係数行列 Aの階段行列を作る。5.3節の解の求め
方の特別な場合（d = 0）になる。p.95の例題 5.5で実際に解法を見る。
問題 （教室で解く） (1) （自明でない解をもつ例）

x + z = 0

x + y − z = 0

x − y + 3 = 0

(2) （自明な解のみの例）

x + y + z = 0

x + 2y − z = 0

x − y + 2z = 0

2 ベクトル空間

p.95→ ベクトル空間、部分空間、解空間
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